
お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
2525
周
年
周
年

　
　
　
　

創
刊
３
０
０
号

　
　
　
　

創
刊
３
０
０
号
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本
誌
が
創
刊
か
ら
３
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
！

　

平
成
６
年
に
当
Ｊ
Ａ
の
広
報
誌
「
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
「
つ
ぼ
み
」、「
み
の
り
」
と
誌
名
・
内
容
を

変
え
な
が
ら
、
組
合
員
の
皆
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
本
号
で
３
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
お
役
に
立
ち
、
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

表
紙
の
人

表
紙
の
人

垂水支所管内垂水支所管内

肥肥
ひ ごひ ご

後後　　勇勇
ゆ う とゆ う と

翔翔  くんくん
平成18年10月７日生平成18年10月７日生

　

そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
が
風
景
写
真

だ
っ
た
広
報
誌
の
表
紙
を
、
人
物
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
写
真
の
シ
リ
ー
ズ
化

へ
と
一
新
し
た
平
成
24
年
４
月
号
。
記

念
す
べ
き
最
初
の
表
紙
を
飾
っ
た
の

が
、
垂
水
市
の
肥
後
勇
翔
く
ん
（
当
時

５
歳
）
で
し
た
。
左
が
そ
の
時
の
表
紙

で
す
。

　

こ
の
春
か
ら
中
学
生
に
な
る
勇
翔
く

ん
は
、
そ
の
成
長
を
感
じ
る
一
方
で
、

今
も
家
族
で
の
農
作
業
は
毎
年
手
伝
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

勇
翔
く
ん
は
、
農
業
が
あ
ま
り
に
も

身
近
で
、「
肥
後
家
の
恒
例
行
事
」
と

し
て
捉
え
て
い
る
そ
う
で
、
父
・
哲
也

さ
ん
も
「
農
作
業
が
親
子
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
の
一
つ
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

６
つ
の
Ｊ
Ａ
（
垂
水
市
、
鹿

屋
市
、
串
良
町
、
東
串
良
町
、

内
之
浦
町
、
な
ん
ぐ
う
）
が
平

成
５
年
に
合
併
し
、「
鹿
児
島

き
も
つ
き
農
業
協
同
組
合
」
が

誕
生
。
そ
の
翌
年
か
ら
広
報
誌

『
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
』
を

創
刊
し
ま
し
た
。

地
域
農
業
の

　

情
報
を
発
信

創刊

　

21
世
紀
を
迎
え
た
平
成
13
年

４
月
号
か
ら
「
つ
ぼ
み
」
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
東
串
良
支
部
の

40
周
年
記
念
大
会
の
記
事
や
、

オ
ー
ト
パ
ル
の
整
備
部
門
設
置

の
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

「
つ
ぼ
み
」
へ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

86号

　

平
成
17
年
３
月
の
臨
時
総
代

会
で
Ｊ
Ａ
高
山
町
の
事
業
譲
渡

が
承
認
さ
れ
、
高
山
支
所
が
誕

生
し
ま
し
た
。
総
代
説
明
会
の

様
子
な
ど
も
掲
載
し
ま
し
た
。

高
山
支
所
が
誕
生

134号

　

読
者
か
ら
新
し
い
広
報
誌
の

タ
イ
ト
ル
を
募
集
し
、
平
成
26

年
１
月
号
か
ら
「
み
の
り
」
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

表
紙
は
佐
多
支
所
管
内
の
福

島
裕
晃
さ
ん
。
こ
の
号
に
は
、

Ｊ
Ａ
宅
配
弁
当
が
ス
タ
ー
ト
し

た
記
事
や
、
県
や
県
経
済
連
な

ど
が
、
宮
城
全
共
（
平
成
29
年
）

の
出
品
対
策
室
を
設
置
し
た
記

事
な
ど
を
掲
載
し
ま
し
た
。

「
み
の
り
」
誕
生

239号
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ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
政
府
は
、
農
協
改
革
を
進
め
、

信
用
事
業
の
分
離
や
准
組
合
員
の
事
業
利

用
規
制
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
当

Ｊ
Ａ
が
行
う
自
己
改
革
に
お
い
て
も
、
総

合
事
業
や
准
組
合
員
（
農
業
振
興
の
応
援

団
）
を
欠
い
て
は
地
域
農
業
の
維
持
・
振

興
や
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
機
能
を
支
え
る
上

で
大
き
な
支
障
を
来
た
す
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
の
調
査
を
通
し

て
、
全
国
約
１
０
０
０
万
人
の
組
合
員
の

理
解
と
意
思
を
し
っ
か
り
と
取
り
ま
と
め
、

農
協
改
革
に
対
抗
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
田
代
支
所
の
調
査
担
当
の
一
人
、

石
原
健
二
さ
ん
は
「『
Ｊ
Ａ
と
し
て
当
然

の
取
り
組
み
』
を
継
続
し
、
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
。
調
査
を
き
っ
か
け
に
原

点
に
帰
り
、
全
職
員
で
組
合
員
と
し
っ
か

り
向
き
合
い
た
い
」
と
調
査
の
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
３
回
肝
属
地
区
枝
共　
　
　

　
　
　
　
　

薬
師
さ
ん
に
栄
冠

　

当
Ｊ
Ａ
は
12
月
５
日
、
平
成
30
年
度
第

３
回
肝
属
地
区
肉
牛
枝
肉
共
励
会
を
Ｊ
Ａ

食
肉
か
ご
し
ま
鹿
屋
工
場
で
開
き
、
最
優

秀
賞
１
席
を
鹿
屋
市
の
薬
師
成
人
さ
ん
が

獲
得
し
ま
し
た
。

　

去
勢
18
頭
、
雌
２
頭
の
計
20
頭
が
出
品
。

格
付
け
は
、
５
等
級
15
頭
、
４
等
級
５
頭

で
上
物
率
が
１
０
０
％
と「
き
も
つ
き
牛
」

の
能
力
の
高
さ
が
立
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

薬
師
さ
ん
の
出
品
牛
「
亀
久
」
号
は
去

勢
で
、父
「
喜
亀
忠
」、母
の
父
「
安
福
久
」、

母
の
祖
父
「
平
茂
勝
」。
枝
肉
重
量
は

５
６
５
・
９
㌔
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
１
０
８

平
方
㌢
、
バ
ラ
の
厚
さ
９
・
６
㌢
、
等
級

は
Ａ
５
で
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
（
脂
肪
交
雑
）
は
最

高
ラ
ン
ク
の
12
の
成
績
で
し
た
。

　

そ
の
他
の
上
位
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

　

▽
２
席
＝
う
し
の
中
山
（
串
良
）
▽
３

席
＝
㈱
大
山
農
場
（
高
山
）
▽
マ
ー
ケ
ッ

ト
ニ
ー
ズ
賞
＝
郷
原
康
成
さ
ん
（
鹿
屋
）

県
が
サ
ツ
マ
イ
モ
被
害
を
説
明

　

県
内
で
、
焼
酎
や
で
ん
粉
な
ど
の
原
料

用
サ
ツ
マ
イ
モ
が
腐
る
被
害
が
発
生
し
た

報
告
を
受
け
、
県
の
関
係
者
が
12
月
20
日
、

Ｊ
Ａ
本
所
で
、
大
隅
地
区
の
生
産
者
や
農

業
法
人
の
代
表
者
な
ど
約
１
３
０
名
を
集

め
た
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

県
は
被
害
の
原
因
を
、
近
年
、
海
外
で

も
発
生
し
て
い
る
「
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病

（
仮
称
）」、
サ
ツ
マ
イ
モ
乾
腐
病
、
つ
る
割

れ
病
と
の
併
発
と
し
、
被
害
の
発
生
状
況

や
原
因
に
つ
い
て
説
明
。
発
病
し
た
株
の

処
理
や
圃
場
（
ほ
じ
ょ
う
）
の
消
毒
な
ど
、

今
後
の
防
除
対
策
も
促
し
ま
し
た
。

　

県
に
よ
る
と
、
同
病
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
株

が
感
染
す
る
と
、
地
際
の
茎
か
ら
塊
根
の

近
く
が
黒
く
な
り
腐
敗
。
被
害
が
進
行
す

る
と
、
塊
根
ま
で
腐
敗
が
広
が
り
、
や
が

て
株
が
枯
れ
る
と
い
い
ま
す
。
県
に
被
害

が
報
告
さ
れ
て
い
る
品
種
は
、
主
に
シ
ロ
ユ

タ
カ
と
コ
ガ
ネ
セ
ン
ガ
ン
。
両
品
種
を
合
わ

せ
た
県
内
の
作
付
面
積
約
９
１
０
０
㌶
の

う
ち
、
約
20
％
で
被
害
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

説
明
会
に
出
席
し
た
Ｊ
Ａ
園
芸
農
産
部

の
川
畑
敏
朗
部
長
は
「
Ｊ
Ａ
は
今
後
、
部

会
組
織
や
地
区
を
通
し
、
生
産
者
へ
防
除

対
策
な
ど
の
周
知
を
図
る
。
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、
対
応
策
を
講
じ
て
い
く
」

と
語
り
ま
し
た
。

大
宗
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト　
　

　
　
　
　
　
　

調
査
を
実
施
中

　

全
国
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
Ｊ
Ａ
が

取
り
組
ん
で
い
る
「
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
」
の

実
施
状
況
を
、
組
合
員
に
評
価
し
て
い
た

だ
く
目
的
で
、
平
成
30
年
12
月
か
ら
、
正
・

准
組
合
員
を
対
象
に
し
た
「
大
宗
組
合
員

最優秀賞１席を獲得した
薬師成人さん

出席者に被害状況を説明する県の担当者

ＪＡの自己改革について説明する
石原さん㊧

■
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
２
０
１

９
年
12
月
ま
で
実
施
し
ま
す
。

　

訪
問
や
部
会
組
織
の
会
合
、
Ｊ
Ａ
窓

口
な
ど
に
お
い
て
、
職
員
が
ア
ン
ケ
ー

ト
実
施
の
趣
旨
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

そ
の
際
に
、
説
明
資
料
・
ア
ン
ケ
ー
ト

内
容
・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
用
紙
を
お

渡
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
回
答
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

きもつきNEWS
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て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
語
り

ま
し
た
。

消
費
者
へ
届
け　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

管
内
産
黒
豚
の
魅
力

　

当
Ｊ
Ａ
管
内
の
黒
豚
生
産
者
ら
で
つ
く

る
「
肝
属
黒
豚
会
」
は
１
月
18
日
、
地
元

産
黒
豚
の
魅
力
を
消
費
者
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
管
内
の
Ａ
コ
ー
プ
で
黒
豚
を
販

売
促
進
し
ま
し
た
。

　

同
会
の
販
売
促
進
は
今
年
で
５
回
目
。

会
員
や
Ｊ
Ａ
担
当
者
ら
約
25
名
が
３
店
舗

に
分
か
れ
、
試
食
を
手
に
宣
伝
販
売
。
来

店
客
へ
積
極
的
に
声
を
か
け
、
魅
力
を
伝

え
ま
し
た
。
試
食
し
た
来
店
客
は
「
柔
ら

か
く
て
甘
み
が
あ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
今
後
も
、
地
産
地
消
を
目
的

と
し
た
販
売
促
進
活
動
を
定
期
的
に
行
う

予
定
で
す
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
収
穫
最
盛
期　

　
　
　
　
　

色
、形
、味
も
上
々

　

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
出

荷
が
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。
鹿
屋
市
の

圃
場
（
ほ
じ
ょ
う
）
で
は
、
生
産
者
ら
に

よ
る
手
作
業
で
の
収
穫
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
横
山
集
荷
場
で
は
、
生
産
者
か
ら

持
ち
込
ま
れ
た
１
日
当
た
り
約
２
㌧
の
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
が
選
別
さ
れ
、
県
内
外
へ
出

荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
、
冬
場
に
北
風
が
桜

島
の
火
山
灰
を
運
ん
で
く
る
こ
と
か
ら
、

露
地
で
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
栽
培
は
敬
遠
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
、
連
作
障
害

が
起
き
に
く
い
こ
と
か
ら
、
サ
ツ
マ
イ
モ

の
後
作
と
し
て
栽
培
す
る
生
産
者
が
増
え

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
鹿
屋
支
所
に
よ
る
と
、

平
成
30
年
度
産
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
栽
培

面
積
が
昨
年
よ
り
約
１
㌶
増
。
約
１
０
０

㌧
の
出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

同
支
所
園
芸
農
産
課
の
道
辻
千
斗
さ
ん

は
「
夏
の
高
温
や
台
風
の
影
響
で
減
収
が

予
想
さ
れ
た
が
、
生
産
者
の
栽
培
管
理
に

よ
っ
て
順
調
な
出
荷
が
進
ん
で
い
る
。
色

や
形
も
良
く
、
十
分
な
甘
み
が
あ
る
。
多

く
の
人
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

　

出
荷
は
３
月
中
旬
ま
で
続
き
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
抗
炎
症
作
用
や
認

知
症
の
発
症
成
分
を
無
毒
化
す
る「
葉
酸
」

を
多
く
含
む
こ
と
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
注

目
さ
れ
る
野
菜
で
す
。

高
校
生
が
育
て
た　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ア
ボ
カ
ド
初
出
荷

　

県
立
鹿
屋
農
業
高
校
農
業
科
果
樹
班
の

生
徒
ら
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
国
産
ア
ボ

カ
ド
の
栽
培
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
校
は
、
平
成
26
年
か
ら
ア
ボ
カ
ド
の

研
究
に
取
り
か
か
り
、
平
成
28
年
に
は
校

内
に
栽
培
施
設
を
設
置
。
当
Ｊ
Ａ
や
県
経

済
連
、
地
域
の
生
産
者
ら
と
連
携
し
て
栽

培
管
理
や
生
育
状
況
を
調
査
し
、
産
地
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
屋
農
高
の
ア
ボ
カ
ド
は
、
平
成
30
年

度
産
が
初
出
荷
。「
ウ
イ
ン
タ
ー
メ
キ
シ

カ
ン
」「
ハ
ス
」
な
ど
４
品
種
合
わ
せ
て

約
60
個
を
、
生
徒
ら
が
年
明
け
に
収
穫
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
か
ら
ア
ボ
カ
ド
を
出

荷
し
て
い
る
南
大
隅
町
が
協
力
し
、
１
月

12
日
に
鹿
児
島
市
の
デ
パ
ー
ト
「
山
形

屋
」
で
、
生
徒
ら
が
販
売
会
を
開
き
ま
し

た
。
珍
し
い
国
産
の
ア
ボ
カ
ド
に
、
来
場

者
は
足
を
止
め
、
高
校
生
ら
の
説
明
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ア
ボ
カ
ド
栽
培
を
研
究
す
る
同
校
３
年

の
大
脇
あ
ゆ
さ
ん
、
有
留
尚
矢
さ
ん
、
政

所
優
作
さ
ん
ら
は
「
ア
ボ
カ
ド
栽
培
は
、

収
穫
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
病
害
虫
対
策
な
ど
、

ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。
近
い
将

来
、
後
輩
た
ち
が
栽
培
方
法
を
確
立
さ
せ

来店客に黒豚の魅力を伝える会員㊧

ブロッコリーを収穫する生産者
（鹿屋市花岡町）

初収穫に笑顔の生徒ら
（左から有留さん、大脇さん、政所さん）

販売会の様子
（鹿児島市の山形屋で）

きもつきNEWS
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Ｊ
Ａ
バ
ン
ク　

ウ
イ
ン
タ
ー　

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
抽
選
会
を
実
施

　
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ウ
イ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
に
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
定
期
貯

金
の
ご
成
約
者
だ
け
で
な
く
、
新
規
で
年

金
受
給
の
口
座
を
当
Ｊ
Ａ
に
ご
指
定
さ
れ

た
方
、
Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
を
お
申
し
込
み
の
方

に
も
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
月
10
日
に
下
小
野
田
組
合
長
と
松
永

常
務
に
よ
り
厳
正
な
抽
選
を
行
い
、「
選

べ
る
農
畜
産
物
（
５
０
０
０
円
相
当
）」
や
、

Ｊ
Ａ
合
併
25
周
年
記
念
と
し
て
「
焼
酎
き

も
つ
き
浪
漫
陶
器
ボ
ト
ル
」
な
ど
当
Ｊ
Ａ

オ
リ
ジ
ナ
ル
賞
品
の
当
選
者
が
決
定
い
た

し
ま
し
た
。
当
選
者
の
皆
様
へ
は
、
Ｊ
Ａ

か
ら
直
接
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

三
反
園
県
知
事
が　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

家
畜
市
場
を
視
察

　

12
月
13
日
、
三
反
園
訓
県
知
事
が
鹿
屋

市
の
肝
属
中
央
家
畜
市
場
で
の
子
牛
せ
り

市
を
視
察
に
訪
れ
、
生
産
者
ら
に
声
を
か

け
て
回
り
ま
し
た
。

　

三
反
園
知
事
は
「
平
成
29
年
の
第
11
回

全
共
で
、
日
本
一
獲
得
の
原
動
力
と
な
っ
た

生
産
者
の
皆
さ
ん
へ
改
め
て
お
礼
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
『
チ
ー
ム

き
も
つ
き
』『
チ
ー
ム
か
ご
し
ま
』
一
丸
と

な
っ
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
生
産
者
を

激
励
し
、
第
12
回
鹿
児
島
全
共
で
の
連
覇

に
向
け
、
県
の
全
面
協
力
を
誓
い
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
農
業
関
係
予
算
案

　
　

・
政
策
価
格
な
ど
が
決
定

　

農
林
水
産
省
は
、
平
成
31
年
度
の
甘
味

資
源
作
物
や
畜
産
の
政
策
価
格
な
ど
を
12

月
6
日
・
13
日
に
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

農
業
関
係
予
算
案
が
12
月
21
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
鹿
児
島
と
県
農
政
連
は
、

31
年
度
の
品
目
別
農
業
対
策
に
つ
い
て
農

林
水
産
大
臣
や
県
選
出
国
会
議
員
ら
へ
の

要
請
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
最
終

的
な
予
算
等
は
、
31
年
１
月
か
ら
の
通
常

国
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
県
選
出
国
会

議
員
の
尽
力
に
よ
り
、
私
た
ち
の
主
要
な

要
請
に
関
す
る
支
援
対
策
や
予
算
確
保
が

実
現
す
る
見
込
み
で
す
。

◆
甘
味
資
源
対
策

（
１
）
甘
味
資
源
作
物
交
付
金
単
価
の
引

き
上
げ

　

で
ん
粉
原
料
用
カ
ン
シ
ョ
の
生
産
者
交

付
金
は
、
１
㌧
当
た
り
５
１
０
円
の
引
き

上
げ
。
平
成
23
年
以
来
、
８
年
ぶ
り
の
引

き
上
げ
が
実
現
し
ま
し
た
。

（
２
）
生
産
振
興
対
策
の
措
置

　

マ
ル
チ
を
使
っ
た
早
植
え
や
新
品
種
に
適

し
た
栽
培
管
理
手
法
の
確
立
、
バ
イ
オ
苗
の

活
用
、
生
分
解
性
マ
ル
チ
や
機
械
導
入
等
に

よ
る
省
力
化
の
支
援
が
決
定
し
ま
し
た
。

◆
畜
産
対
策

（
１
）
肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
の
保
証

基
準
価
格
引
き
上
げ

　

繁
殖
牛
経
営
安
定
対
策
の
肉
用
子
牛
生

産
者
補
給
金
の
保
証
基
準
価
格
が
、
現
行

の
繁
殖
経
営
支
援
事
業
の
発
動
価
格
（
１

頭
当
た
り
46
万
円
）
よ
り
７
万
１
０
０
０

円
引
き
上
げ
た
53
万
１
０
０
０
円
（
黒
毛

和
種
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

生産者を激励する三反園知事

抽選を行う下小野田組合長㊨と松永常務

たくさんのご応募
誠にありがとう
ございました！

生産者の代表らによる小里農水副大臣への要請（12月４日）

※今年10月に消費税率が引き上げられた場合に、保証基準価格等の改定を行う。（　）内は引き上げに伴う改定後の価格。

きもつきNEWS
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元気よく演舞　第 22回ＪＡ女性部合同文化交流会
　ＪＡ女性部は１月 25日、各支部や地域との交流を図る目的で、第 22回合同文化交流
会を開き、歌や踊りなどを来場者約200名の前で全23組が、元気よく演目を披露しました。
　会場となった肝付町の内之浦銀河アリーナには大きな拍手と笑い声が響きました。

　会場前には、支部の活動で作
成した手芸品や生け花、野菜の
飾り切りやソープカービング、
活動報告などが展示されました。

職
員
７
名
が
新
成
人　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

門
出
を
祝
う

　

当
Ｊ
Ａ
職
員
組
合
青
年
婦
人
部
は
１
月

12
日
、
鹿
屋
市
内
の
ホ
テ
ル
で
、
成
人
祝

賀
会
を
開
き
、
新
成
人
を
迎
え
た
職
員
を

Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約
60
名
で
祝
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
迎
え
た
の
は
、
妹
尾
優
花
さ

ん
（
本
所
）、道
辻
千
斗
さ
ん
（
鹿
屋
支
所
）、

黒
木
志
織
さ
ん
（
鹿
屋
支
所
）、
立
山
文

也
さ
ん（
垂
水
支
所
）、東
郷
美
月
さ
ん（
大

姶
良
支
所
）、
福
留
伶
奈
さ
ん
（
寿
支
店
）、

木
下
綾
菜
さ
ん
（
田
代
支
所
）
の
７
名
。

　

同
青
年
婦
人
部
や
当
Ｊ
Ａ
か
ら
花
束
が

贈
呈
さ
れ
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

下
小
野
田
組
合
長
は
「
数
あ
る
進
路
の

中
か
ら
地
元
に
残
り
、
地
域
の
為
に
働
い

て
く
れ
て
い
る
事
を
本
当
に
う
れ
し
く
思

う
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
若
い
力
を
存
分
に

発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
新
成
人
を
激
励
し

ま
し
た
。

新成人を迎えた職員ら

東串良「まんまるワルツ」

根占「さつま音頭」

垂水「おはら節」他

大根占「春よ来い」

鹿屋「三原ヤッサ」

本部「肝付さん家の日常」

内之浦「ドナ・ドナ」他

高山「天使の誘惑」他

田代「田代音頭」

きもつきNEWS
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こんにちは！「クミアイ家庭薬」です。

ＪＡ合併 25周年記念
根占・大根占・田代・佐多支所合同

新春大感謝祭

　当ＪＡの南部ブロック４支所は１月 20日、「新春大感謝祭」を根占
支所で開きました。根占・つじみ保育園の園児らによるマーチングバ
ンドが会場を盛り上げ、野菜や果物の軽トラ市や農業資材の特売、輪
投げやスカットボールなどのアトラクションを催しました。小雨が降
る悪天候にもかかわらず、大勢の来場者で賑わいました。

クミアイ家庭薬に関する
お問い合わせはＪＡ各支所または
経済連生活課（０９９－２５８－５３２５）まで

のぼせ ・ むくみ ・頭痛のぼせ ・ むくみ ・頭痛
肩こり ・ 冷え症 ・生理不順肩こり ・冷え症 ・生理不順

めまい ・ どうき ・息切れ ・腰痛 ・便秘などにめまい ・ どうき ・息切れ ・腰痛 ・便秘などに

授乳中の⽅でも
服⽤できます

kyoyaku  生姜プラス
〈清涼飲料水〉
500ml/1,300 円（税抜）

婦人薬「実母散顆粒」
32包 /1,600 円（税抜）

　昔から婦人薬として使われて
きた 9種類の生薬が、からだ全
体のバランスを整え、つらい症
状を改善します。

【 この商品は、店舗での扱いはしておりません。家庭薬配置員が
ご自宅まで直接お届けします。】

第３類医薬品

こんな⽅におすすめ
・朝、起きて体が
   あたたまらない
・⾜が冷たくて
   寝つけない

　演奏だけでなく、旗や一輪車を
使った演舞は大人顔負け。とって
も上手でした！

　アトラクションのコーナーは子
どもたちに大人気！風船ももらっ
てさらに元気！

　資材コーナーでは、お父さんた
ちが農繁期に備えた農業用品を調
達。

　豪華景品が当たる抽選会も行い
ました。来場者は「お土産ができ
たと」と喜んでいました！

　軽トラ市では大将季やピーマン
の詰め放題が大人気でした！

　ＪＡ女性部も焼き餅やぜんざい
などを販売。来場者に楽しく声を
かけていました！

　会場２階には「こどもコーナー」
も設置。来場した子ども達がぬり
えなどで楽しんでいました！

　餅つき体験には、子どもから大
人まで多くの来場者が参加しまし
た！

　来場者には焼き立ての焼き芋や
お茶を振舞いました！

7　2019.2 みのり



Ｊ
Ａ
女
性
部
・
高
齢
者
助
け
合
い
組
織
活
動
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
本
所　

企
画
課　

０
９
９
４ 

― 

４
２ 

― 

０
０
９
６
ま
で

「家の光」のお問い合わせは、お近くのＪＡ窓口　または  ＪＡ本所  企画課  TEL 0994-42-0096まで

2 月 24 日（日） ＪＡ家の光クッキングフェスタ
　　　  （東串良総合センター）

3 月 18 日（月） 子牛せり市　　（～ 20 日まで）

2 月 9 日（土） リナシティまるごと食フェス
　（14:00～ リナシティかのや）

2 月 18 日（月） 子牛せり市　　（～ 20 日まで）

2 月 19 日（火） 春バレイショ出荷出発式

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は
１

月
22
日
、
Ｊ
Ａ
本
所
で
手
芸
教
室
を

開
き
ま
し
た
。
鹿
屋
市
の
森
あ
ゆ
み

さ
ん
を
講
師
に
、
テ
ラ
リ
ウ
ム
や
ハ
ー

バ
リ
ウ
ム
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
を
参

加
者
７
名
で
手
作
り
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
も
完
成
し
た
作
品
に
満
足

し
た
よ
う
で
「
お
部
屋
に
飾
っ
て
癒
さ

れ
た
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

次
回
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
活
動
は
、

茶
話
会
を
予
定
し
て
お
り
、
平
成
30

年
度
の
振
り
返
り
や
、
平
成
31
年
度
の

活
動
計
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
い
き
い
き
部
会
鹿
屋
支
部
は

１
月
16
日
、
祓
川
地
区
公
民
館
で
お

じ
ゃ
ん
せ
（
ミ
ニ
デ
イ
）
を
開
き
ま

し
た
。
参
加
者
約
10
名
で
、「
福
笑
い
」

を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

福
笑
い
は
、
目
隠
し
を
し
て
顔
を

作
る
の
で
、
空
間
認
識
力
や
記
憶
力

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
り
、
脳
が
活

性
化
し
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
数
種
類
の
福
笑
い
を

交
代
で
作
り
ま
し
た
。「
新
年
早
々
、

た
く
さ
ん
笑
っ
た
。
良
い
年
に
な
り

そ
う
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

ここがオススメ！ ＪＡ職員が「家の光」を読んで、
　　　　　　　 　気になる記事をご紹介！
　家の光２月号「たっぷり食べて、めざせ健康！サバ缶生活」
（P52）をご紹介します。
　私は「サバ缶」というと、安価ですぐに食べられること
から、友人たちとの飲み会でよく酒の肴として食べていた
のを思い出すのですが、現代では「骨を丈夫にする」「血液
をさらさらにする」「認知症を予防する」など、健康食品と
して注目されているのだそうです。
　いろんなレシピが紹介されていて、魚がちょっと苦手な
私でも「これならいける！」と思う料理もたくさんありま
した。今、改めてサバ缶のありがたみを感じるとともに、
健康を重視した食生活を意識したいと思います。皆さんも
ぜひご覧ください！串良⽀所

⽀所⻑

⽇髙 隆さん
次回は、佐多支所  支所長　満留 光秋さんに
　　　　　　　オススメ記事を紹介してもらいます！

２月号定価    617円（税込）
定期購読　 8,623円（税込）
※９月号開始～翌年８月号まで

イベント情報イベント情報
（一部変更になる場合があります）（一部変更になる場合があります）

お
じ
ゃ
ん
せ
通
信

お
じ
ゃ
ん
せ
通
信

フ
レ
ミ
ズ
通
信

フ
レ
ミ
ズ
通
信
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〈ＪＡ畜産部から〉
　２月も寒さが大変厳
しくなります。牛舎内
の環境整備や防寒対
策等を十分に行い、子
牛の飼養管理を行っ
てください。

種 雄 牛 名
め　す 去　勢 合　計

頭　数 平　均 頭　数 平　均 頭　数 平　均

華 春 福 167 730,012 191 841,901 358 789,707

若 百 合 117 687,009 167 812,431 284 760,761

喜 亀 忠 113 700,956 102 761,480 215 729,670

秀 幸 福 48 643,438 61 788,049 109 724,367

華 忠 良 25 612,440 24 793,333 49 701,041

華 春 久 10 678,000 6 674,500 16 676,688

隆 之 国 5 647,400 6 766,000 11 712,091

美 国 桜 4 909,250 6 775,333 10 828,900

博 中 福 5 596,200 5 628,600 10 612,400

百 合 久 0 0 9 784,333 9 784,333

美 優 王 1 641,000 8 944,500 9 910,778

金 吉 幸 2 623,000 6 725,833 8 700,125

諒 太 郎 5 703,800 3 764,333 8 726,500

音 次 郎 4 507,250 4 714,750 8 611,000

松 華 幸 4 588,500 4 652,000 8 620,250

子牛セリ種雄牛別成績表

【売却のみ】 （単位：頭・円）価格は税抜き

　 鹿　屋 垂　水 串　良 東串良 高　山 内之浦 大根占 根　占 田　代 佐　多 ＪＡ全体

総　頭　数 278 53 365 98 92 16 82 92 38 42 1,156 

め
　
　

す

頭　数 121 24 172 44 45 7 40 33 16 19 521 

最　高 1,305,000 924,000 1,280,000 969,000 1,311,000 1,301,000 1,113,000 1,026,000 946,000 960,000 1,311,000 

最　低 430,000 206,000 251,000 453,000 381,000 521,000 440,000 470,000 427,000 438,000 206,000 

平　均 674,248 693,958 661,488 671,841 732,467 825,429 657,800 668,667 679,563 696,684 677,165 

去
　
　

勢

頭　数 157 29 192 54 47 9 42 59 22 23 634 

最　高 1,106,000 1,154,000 1,202,000 1,096,000 1,164,000 1,201,000 1,224,000 1,000,000 1,211,000 1,116,000 1,224,000 

最　低 471,000 86,000 100,000 560,000 464,000 781,000 564,000 492,000 513,000 593,000 86,000 

平　均 809,185 768,552 770,573 798,370 810,787 922,444 814,214 784,593 848,864 812,522 795,981 

総　平　均 750,453 734,774 719,592 741,561 772,478 880,000 737,915 743,011 777,579 760,119 742,543 

前　月　比 8,158 -41,311 -29,597 -28,759 3,870 108,579 -40,762 -2,200 -58,665 -50,903 -17,075 

平均体重 雌 278 283 274 280 281 285 277 280 275 293 278 

　〃 去勢 317 298 301 311 307 318 323 311 313 317 310 

総平均体重 300 291 288 297 294 304 301 300 297 306 295

項目 地区

子牛セリ市成績表

家
畜
市
場
の
無
事
故
・　
　
　

　
　
　
　
　
　

無
災
害
を
祈
願

　

当
Ｊ
Ａ
は
１
月
４
日
、
鹿
屋
市
の
肝
属

中
央
家
畜
市
場
で
安
全
祈
願
祭
を
開
き
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
関
係
者
ら
約
30

名
が
参
列
。
下
小
野
田
寛
組
合
長
ら
が
玉

串
を
奉
納
し
、
市
場
業
務
の
安
全
と
盛
況

な
運
営
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
に
参
列
し
た
Ｊ
Ａ
の
栗
脇

豊
畜
産
担
当
参
事
は
「
日
本
一
の
家
畜
市

場
、
日
本
一
の
産
地
を
実
現
す
る
た
め
に
、

Ｊ
Ａ
だ
け
で
な
く
、
生
産
者
や
行
政
な
ど

『
チ
ー
ム
き
も
つ
き
』
が
一
体
と
な
っ
て

全
力
で
取
り
組
む
」
と
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

神事を行う下小野田組合長

初セリの様子（１月21日）

１月分 畜産情報

9　2019.2 みのり



※上記の金利については、キャンペーン期間中のみの適用金利です。
※詳細については、ＪＡ各支所支店窓口にお問い合わせください。

巡回健診日程巡回健診日程

人間ドック日程人間ドック日程

＝実施中のローン一覧＝

お問い合わせはＪＡ本所企画課　０９９４－４2－ 0096

または各支所担当者までお気軽にご相談ください。

３⽉

⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性

18㈪ ⿅ 屋 3 2

19㈫ 内之浦 1

20㈬ 垂 ⽔ 5

２⽉

⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性

1㈮ ⾼ ⼭ 5

8㈮ ⿅ 屋 3 2

住宅
ローン

ＪＡ独自住宅ローン
特別金利キャンペーン

2019年１月４日（金）～
　　　　　　2019年６月28日（金）
〈適用金利〉お近くのＪＡでお尋ね下さい。

２・３⽉の巡回健診はありません。

ネット
　ローン
（マイカー・
  教育）

県下統一キャンペーン
2019年２月１日（金）～
　　　　　　2019年５月31日（金）
〈適用金利〉　金利1.0％ （※保証料別途）
パソコンやスマートフォンから、24 時間
365 日、お気軽に仮審査をお申込みいただ
けます。

スマートフォンからも
コチラからアクセスで
きます︕

毎日元気であるために

年に１度は健診を!!年年

みのり 2019.2　10



住   
所

〒

氏
名 （　 　歳）　

電話番号 ー　　　　　－

　今月号で、あなたが気になった記事について感想
を教えてください（必須）

二重マスの文字をＡ～Ｄの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

出題●ニコリ

12 月号の答え

クロスワードパズルの答え（2019 年２月号）

解 答

ト
シ
ワ
ス
レ

A B C D

A

11

12

1

D

C

B

5

6

4

14

A

21

18

19

17

2

16

15

207

8

13

3

9

10

大　塚　裕　子さん（南大隅）

上　野　光　男さん（東串良）

中　間　和　子さん（肝　付）

溝　田　耕　一さん（南大隅）

宮之前　雅　俊さん（東串良）

● 先日、共済の手続きをしました。
面倒な手続きを、ＪＡの職員さ
んがテキパキと詳しく教えてく
ださり、とても助かりました。
　　　　　　　　　　（垂水・72歳）

○ ＪＡをご利用いただきありがとうございます。気持ち
良くご利用いただけたようで、うれしい限りです！

● ひ孫（女の子）が私の誕生日に生まれました！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（垂水・88歳）

○ おめでとうございます！一緒にお祝いできるって本当
に幸せですね ! !

  ↓ タテのカギ
①　 佐々木小次郎はとても長い
物を使っていたとか

④　 うわさが広がる際につくこ
とも

⑦　 鉄道のレールの下に並べます
⑨　 人数を数えるときに使う言葉
⑩　 パソコンのマウスのボタン
をカチッと押すこと

⑪　子羊の肉のこと
⑬　3.14159…と続く円周――
⑮　道端のこと。――駐車
⑰　 寝不足で目の下にできる人
もいます

⑱　 小説家・尾崎紅葉の代表作
『――夜叉』

⑳　 ショートケーキによく似合
う赤い果実

㉑　 マンションの――人さんに
あいさつして出掛けた

  → ヨコのカギ
①　 雪を積み上げ、中を掘って
作る雪室

②　麻雀をするときに囲みます
③　 劇場の舞台や花道の地下に
あります

⑤　 １日に１枚ずつ剥がすカレ
ンダー

⑥　起立！　――！　着席！
⑧　 バレンタインデーに知人へ
感謝の気持ちを込めて贈り
ます

⑫　足利尊氏が開いた――幕府
⑭　片時もそばを離れません
⑯　 漢字で書くと「浮塵子」。イ
ネの害虫です

⑰　 地面にハンマーなどで打ち
込みます

⑲　 カクテルのベースに使う蒸
留酒の一つ

プレゼントの受け取り方法
　プレゼントのご用意ができましたら、ＪＡから当選
者へお電話いたします。お電話で確認が取れましたら、
最寄りのＪＡ窓口でお受け取りください。

A
プ レ ゼ ン ト タ

タ ン ラ イ ス

イ ス シ ン ゴ ウ

ナ フ ワ ク ケ

ワ ツ ク ス ベ ツ

シ タ ビ サ ル

ロ キ リ オ ト シ

11

1

A

C

D

B

4

13
E

16

15

2

14

17

7

5

6

12

3

8

9

10

おたより

　コーナー

JAへ

お楽しみお楽しみ
クイズクイズ
当選者当選者
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鹿
屋
市
白
崎
町
一
番
一
号

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

　
　

広
報
誌「
み
の
り
」係

８９３００１６

郵  便  は  が  き

62円切手を貼っ
て郵送するか、
切手を貼らずに
ＪＡ支所窓口へ
ご持参ください。

楽・らくレシピ 若鶏の柚子ごしょう若鶏の柚子ごしょう
　焼きみぞれあんかけ　焼きみぞれあんかけ

鶏もも肉 ・・・・・・・・80g
酒 ・・・・・・・・・ 小さじ２
塩 ・・・・・・・・・・・・少々
柚子ごしょう ・・ 小さじ1/2
サラダ油 ・・・・・・・・適宜

〈あんかけ〉
　かつおだし ・・・ 大さじ３
　みりん ・・・・・ 小さじ１
　薄口しょうゆ ・・ 小さじ１
ナメコ ・・・・・・ 1/4パック
水溶き片栗粉 ・・・ 小さじ２
カブ ・・・・・・・・・・ 1/2個
カブの葉 ・・・・・・・・適宜

材　料（１人分）

❶ 一口大に切った鶏もも肉に酒と塩、柚子ごしょうを入れ、も
み込んで１時間ほど置く。カブはすりおろし、カブの葉は小
口切りにしておく。
❷フライパンにサラダ油をひき、弱火で鶏肉を焼き上げる。
❸ あんかけの材料を合わせ、ナメコを入れて火を通し、水溶き

片栗粉でとろみをつける。器に鶏肉を盛り付け、あんをかけ、
すりおろしたカブ、カブの葉をあしらったら出来上がり。

作　り　方

編集後記編集後記

✂

✂

　備えが肝心、という話。１月８日の夜、最大震度４の地
震がありました。皆さん大丈夫でしたか？私は、我が子に
覆いかぶさって揺れが収まるのを待ち、その夜はいつでも
避難できるよう、靴下を履いたまま寝ました。
　我が家では、「家の光」で学んだ「防災バッグ」を作っ
ています。最低限必要な子どものオムツや着替え、軍手、
非常食などを備えています。これは作って正解。慌てずに
対処できました。
　いつ何が起きるかわからない、冷静な判断ができないか
らこそ、必要な備えだと思います。そ

【１月号誤記のお詫び】
　７ページの見出し「亥年」と掲載すべきところ、「戌年」
となっておりました。お詫び申し上げます。

１.　 平成30年度第３四半期実績検討及び年度末見込みにつ
いて

２.　高額融資について
３.　 農畜産物直売所（農家レストラン併設）に係る国庫補

助事業の活用と応募について
４.　就業規則の一部変更について
５.　その他

理事会だより

協議事項協議事項

　12月 27日に第 10回理事会を開き、
以下の議案について話し合いました。

　「一汁一飯」とは「具だくさん汁物」と

「ご飯」さえあれば、ふだんの食事で健

康づくりができるというもの。簡単だ

から食欲不振や胃弱の時も気軽に取り

入れることができる。

　おいしく体を整えて、

毎日元気に。
梅崎 和子  （著）

定価 1,404 円（税込）

からだに効く　不調をととのえる
一汁一飯があればいい　

今月の新刊今月の新刊
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